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(57)【要約】
　光源（１０）が開示され、この光源（１０）は混色光
を発信し、この混色光は少なくとも２つの異なる色の光
を含み、この光は多数の一次光源（１）から発信され、
一次光源（１）はグループに分割され、一次光源（１）
の輝度値はグループ内で色に応じて別個に検出され制御
され、この結果、混色光の色度座標はＣＩＥ標準色度図
の予め設定された領域にある。さらに、このような光源
の制御のための方法が開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源（１０）の色度座標の制御のための方法において、前記光源（１０）は混色光を発
信し、該混色光は少なくとも２つの異なる色の光を含み、該光は多数の一次光源（１）か
ら発信され、
　一次光源（１）はグループに分割され、
　前記一次光源（１）の輝度値はグループ内で色に応じて別個に検出され制御され、この
結果、混色光の色度座標はＣＩＥ標準色度図の予め設定された領域にある、光源（１０）
の色度座標の制御のための方法。
【請求項２】
　グループの一次光源（１）はそれぞれ互いにセレクトされ、この結果、それらの光の輝
度値は予め設定された領域内にある、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　グループ内の色の一次光源（１）は互いにセレクトされ、それらの光の主波長は予め設
定された領域内にある、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　一次光源（１）として半導体発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、レーザ又はエレクトロルミネセンスフィルムが使用される、請求項１～３のうちの
１項記載の方法。
【請求項５】
　グループ内の色の一次光源（１）はそれぞれパルス幅変調された信号（ＩR,ＩG,IＢ）
によって制御され、該パルス幅変調された信号（ＩR,ＩG,IＢ）は修正された基本周期（
Ｔ）を有し、この結果、前記基本周期（Ｔ）の第１の時間インターバル（ｔ１）の間には
１つの色の一次光源（１）のみがスイッチオンされ、この色の輝度値が前記第１の時間イ
ンターバル（ｔ１）の間に検出される、請求項１～４のうちの１項記載の方法。
【請求項６】
　パルス幅変調された信号（ＩR,ＩG,IＢ）の全周期（Ｔ２）は少なくとも１つの基本周
期（Ｔ）を含み、
　該基本周期（Ｔ）は、この基本周期（Ｔ）の時間インターバル内にグループの一次光源
（１）がスイッチオンされずかつ第２の時間インターバル内に背景光の輝度値が検出され
るように修正される、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　輝度値はセンサ（４）によって検出され、このセンサ（４）の感度は人間の目の感度に
適合されている、請求項１～６のうちの１項記載の方法。
【請求項８】
　輝度値を検出するためにフォトダイオード（４）が使用される、請求項１～７のうちの
１項記載の方法。
【請求項９】
　グループ内の色の一次光源（２）の輝度値はシーケンシャルにフォトダイオード（４）
によって検出される、請求項１～８のうちの１項記載の方法。
【請求項１０】
　グループ内の色の一次光源（２）の輝度値は背景輝度の分だけ補正される、請求項１～
９のうちの１項記載の方法。
【請求項１１】
　光源（１０）は混色光を発信し、該混色光は赤、緑及び青の色を含む、請求項１～１０
のうちの１項記載の方法。
【請求項１２】
　混色光はＣＩＥ標準色度図の白色領域に色度座標を有する、請求項１～１１のうちの１
項記載の方法。
【請求項１３】
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　混色光を発信し、該混色光は少なくとも２つの異なる色の光を含み、該光は多数の一次
光源（１）から発信される、光源（１０）において、
　一次光源（１）はグループに分割され、
　前記一次光源（１）の輝度値はグループ内で色に応じて別個に検出され制御され、この
結果、混色光の色度座標はＣＩＥ標準色度図の予め設定された領域にある、光源（１０）
。
【請求項１４】
　グループ内の色の一次光源（１）はそれぞれ互いにセレクトされ、それらの光の輝度値
は予め設定された領域内にある、請求項１３記載の光源（１０）。
【請求項１５】
　グループ内の色の一次光源（１）は互いにセレクトされ、それらの光の主波長は予め設
定された領域内にある、請求項１３又は１４記載の光源（１０）。
【請求項１６】
　半導体発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、レーザ又はエレ
クトロルミネセンスフィルムを一次光源（１）として有する、請求項１３～１５のうちの
１項記載の光源（１０）。
【請求項１７】
　輝度値を検出するためにセンサ（４）を含み、このセンサ（４）の感度は人間の目の感
度に適合されている、請求項１３～１６のうちの１項記載の光源（１０）。
【請求項１８】
　輝度値を検出するためにフォトダイオード（４）を含む、請求項１３～１７記載の光源
（１０）。
【請求項１９】
　混色光を発信し、該混色光は赤、緑及び青の光を含む、請求項１３～１８のうちの１項
記載の光源（１０）。
【請求項２０】
　ＣＩＥ標準色度図の白色領域に色度座標を有する混色光を発信する、請求項１３～１７
記載のうちの１項記載の光源（１０）。
【請求項２１】
　請求項１３～２０のうちの１項記載の光源（１０）を有するディスプレイの背景発光の
ための照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は混色光を発信する光源及びこの光源の色度座標の制御のための方法ならびに混
色光を発信する光源を有するディスプレイの背景発光のための照明装置に関する。
【０００２】
　様々な色の混色光を一次光源、例えば発光ダイオードから発信する光源の色度座標は、
例えば一次光源の経年変化プロセス又は温度変動のような外部影響のためにしばしば変動
してしまう。しかし、幾つかの適用事例で、例えばディスプレイの背景発光のためには、
光源の色度座標が基本的に一定でありつづけ、一次光源の光の変化に依存しないことが望
ましい。
【０００３】
　本発明の課題は、混色光を発信し、この混色光の色度座標が簡単なやり方で制御される
光源ならびにディスプレイの背景発光のための照明装置を提供することである。本発明の
更に別の課題は、混色光を発信する光源の色度座標の制御のための方法を提供することで
ある。
【０００４】
　上記課題は特許請求項１のステップを有する方法、特許請求項１３の構成を有する光源
及び特許請求項２１の構成を有する照明装置によって解決される。
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【０００５】
　光源及び方法の有利な実施形態及び改善実施形態はそれぞれ従属請求項に記載されてい
る。
【０００６】
　混色光を発信する光源では、この混色光は少なくとも２つの異なる色の光を含み、この
光は多数の一次光源から発信され、一次光源はグループに分割され、グループ内の一次光
源の輝度値は別個に光の色に応じて検出され制御され、この結果、混色光の色度座標がＣ
ＩＥ標準色度図の予め設定された領域にある。
【０００７】
　一次光源のグループへの分割は、この場合、グループが唯一の色の一次光源だけを含む
ように行われるか又はその代わりにグループが異なる色の一次光源を含むように行われる
かのいずれかである。
【０００８】
　有利にはグループの一次光源はそれぞれ互いにセレクトされ、それらの光の輝度値が予
め設定された領域内にある。
【０００９】
　一次光源はグループに分割され、これらグループの輝度は予め設定された領域内にある
ので、混色光の色度座標の制御のためにグループ内の一次光源だけが検出され制御されさ
えすればよい。よって、各々の個々の一次光源の制御に比べて、制御のためのコストが低
減されうる。互いにセレクトされた一次光源だけを使用する可能性に比べて、互いにセレ
クトされた一次光源のグループの使用は、それぞれ比較的少数の一次光源が互いにセレク
トされなければならず、これによってコストが減少するという利点を有する。後者はとり
わけ多数の一次光源を有する光源においてポジティブに作用する。
【００１０】
　とりわけ有利にはグループの一次光源の光の輝度値が次のような領域のうちの１つの領
域にあり、境界がそれぞれ含まれる：２４０００ｍｌｍと２８０００ｍｌｍとの間、２８
０００ｍｌｍと３３０００ｍｌｍとの間、３３０００ｍｌｍと３９０００ｍｌｍとの間、
３９０００ｍｌｍと４５０００ｍｌｍとの間、４５０００ｍｌｍと５２０００ｍｌｍとの
間、５２０００ｍｌｍと６１０００ｍｌｍとの間、６１０００ｍｌｍと７１０００ｍｌｍ
との間。
【００１１】
　有利にはグループの輝度値の予め設定されえた領域はその最小値からその最大値まで４
０００ｍｌｍ、５０００ｍｌｍ、６０００ｍｌｍ、７０００ｍｌｍ、８０００ｍｌｍ、９
０００ｍｌｍ又は１００００ｍｌｍを含む。
【００１２】
　有利な実施形態では、グループ内の色の一次光源はさらに互いにセレクトされ、それら
の光の主波長も同様に予め設定された領域内にある。有利には主波長に対する予め設定さ
れた領域はその最小値からその最大値まで４ｎｍ、５ｎｍ又は１０ｎｍを含む。
【００１３】
　一次光源の主波長としては本出願の枠内では単色放射の波長と解釈され、この波長は一
次光源の光と同じ人の目における色印象を喚起する。
【００１４】
　主波長によるセレクションに代替的に又は付加的に、グループの一次光源はピーク波長
によってもセレクトされうる。この結果、グループ内の一次光源のピーク波長は予め設定
された領域内にある。
【００１５】
　グループ内でセレクトされた主波長及び/又はセレクトされたピーク波長を有する一次
光源の使用は、さらに有利には、混色光の色度座標を簡単に制御するのに寄与する。
【００１６】
　有利な実施形態では光源は混色光を発信し、この混色光は赤の、緑の及び青の光を含む
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。これらの３つの色はＣＩＥ標準色度図の内部で大きな領域を占めるので、これらの色の
輝度の変動によって混色光の色度座標は広い領域において調整される。
【００１７】
　この実施形態では、赤い光を発信するグループの一次光源の主波長は有利には次のよう
な領域のうちの１つの領域内にあり、境界がそれぞれ含まれる：６１２ｎｍと６１５ｎｍ
との間、６１６ｎｍと６２０ｎｍとの間、６２０ｎｍと６２４ｎｍとの間。緑の光を発信
するグループの一次光源の主波長は、さらにこの実施形態では有利には次のような領域の
うちの１つの領域内にあり、境界がそれぞれ含まれる：５１９ｎｍと５２５ｎｍとの間、
５２５ｎｍと５３１ｎｍとの間、５３１ｎｍと５３７ｎｍとの間。青の光を発信するグル
ープの一次光源の主波長は、さらにこの実施形態では有利には次のような領域のうちの１
つの領域内にあり、境界がそれぞれ含まれる：４４９ｎｍと４５３ｎｍとの間、４５３ｎ
ｍと４５７ｎｍとの間、４５７ｎｍと４６１ｎｍとの間、４６４ｎｍと４６８ｎｍとの間
、４６８ｎｍと４７２ｎｍとの間、４７２ｎｍと４７６ｎｍとの間。
【００１８】
　とりわけ有利には混色光の色度座標の予め設定された領域はＣＩＥ標準色度図の白色領
域にある。一方で白色光、とりわけ太陽光に類似する光は多くの適用事例で必要である。
他方で人の目は白色光ではとりわけ色変化にセンシティブであり、このことはとりわけし
ばしば色度座標の制御の必要性をもたらす。
【００１９】
　有利には、光源は半導体発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）
、レーザ、とりわけ半導体レーザ又はエレクトロルミネセンスフィルムを一次光源として
有する。
【００２０】
　これらの一次光源は次のような利点を有する。すなわち、これらの一次光源の輝度は例
えばグローランプのような他の光源と比べるとこれらを制御するための電気信号の変動に
よる僅少な時間遅延によって変化されうる。さらにこれらの一次光源は有利にはパルス幅
変調信号による制御に適している。
【００２１】
　パルス幅変調信号（ＰＷＭ信号）は電気信号、有利には矩形信号であり、この矩形信号
は固定された基本周期Ｔ内で所定の時間ｔeinの間スイッチオンされ、基本周期の残りの
時間ｔausの間スイッチオフされる。スイッチオン時間と基本周期との比ｔein／Ｔ＝ｔei

n／（ｔein＋ｔaus）をデューティ比と呼ぶ。デューティ比はＰＷＭ信号が基本周期Ｔ内
でスイッチオンされているパーセンテージ時間割合に対する尺度である。
【００２２】
　グループ内の色の一次光源の制御のためには有利にはそれぞれ修正されたＰＷＭ信号が
使用され、この修正されたＰＷＭ信号は第１の時間インターバルｔ1を有する修正された
基本周期を時間インターバルｔein及びｔausに付け加えて有し、このｔ１は時間インター
バルｔein又はｔausのうちの一方に含まれるか又はこれらの時間インターバルのうちの一
方とオーバーラップする。さらに修正されたＰＷＭ信号の基本周期はグループ内の色の一
次光源の制御のために固定的な位相関係を互いに有し、とりわけ有利には修正された基本
周期の間の位相の値はゼロである。時間インターバルｔ1はさらに有利には修正された基
本周期の開始時に存在する。さらに時間インターバルｔ1は個々の色又は背景の光の輝度
値の検出のための測定期間として設けられる。グループ内の色の光の輝度値の検出のため
には、相応の修正されたＰＷＭ信号の時間インターバルｔeinが位相シフトされ、これが
時間インターバルｔ1と共に同時に開始し、他方で、輝度値を検出する必要のないグルー
プの色の一次光源の制御のための修正されたＰＷＭ信号の時間インターバルｔeinはこの
時間インターバルｔeinの外側にある。よって、時間インターバルｔein内でグループ内の
色の一次光源の輝度が検出される。とりわけ、このために有利には例えばフォトダイオー
ドのように色により区別しないセンサが信号される。
【００２３】
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　有利な実施形態では、時間インターバルｔ1の中への時間インターバルｔeinの位相シフ
トは直接２つの互いに連続する修正された基本周期の間で跳躍的に行われるのではなく、
ゆっくりと行われ、この結果、複数の基本周期の経過後にようやく時間インターバルｔei

nの開始が時間インターバルｔ1の開始と一致する。
【００２４】
　さらに時間インターバルｔ1 の中への時間インターバルｔeinの位相シフトは有利には
一定のデューティ比で実施される。なぜなら、この場合有利には混色光の色度座標の変化
がデューティ比の変化のために生じないからである。
【００２５】
　修正されたＰＷＭ信号は、グループ内の色の一次光源の輝度値をシーケンシャルに、す
なわち必ずしもダイレクトにではなく次々と経過する修正された基本周期において時間イ
ンターバルｔ1の間に検出することを可能にする。このために上述した修正されたＰＷＭ
信号は異なる色の一次光源の制御のために次々と連続する。
【００２６】
　以下においては異なる修正された基本周期の連続をＰＷＭ信号の全周期と呼び、この全
周期はグループの一次光源の制御のためにＰＷＭ信号の修正された基本周期をまとめ、こ
の全周期が同じ形で周期的に繰り返される。
【００２７】
　同様に有利にはＰＷＭ信号の全周期はグループの一次光源がスイッチオンされていない
時間インターバルを含む。この時間インターバル内では背景の輝度値が検出される。有利
にはこのために同様に時間インターバルｔ1が使用され、この時間インターバルｔ1の中へ
は時間インターバルｔeinのうちのどれも位相シフトされない。
【００２８】
　背景輝度の値が検出されるならば、一次光源の輝度値は有利にはこの背景輝度の分だけ
補正され、この結果、例えば周囲光又は構成部材オフセットによる妨害が少なくとも部分
的に補償される。背景輝度による輝度値の補正は例えばグループ内の色の一次光源の光の
輝度値からの背景の輝度値の減算によって行われる。
【００２９】
　一つの実施形態では、修正されたＰＷＭ信号は、光源の一次光源の制御のために、常に
その都度唯一のグループの色の一次光源だけがスイッチオンされるように構成される。
【００３０】
　更に別の有利な実施形態では、輝度値はセンサにより検出され、このセンサの感度は人
の目の感度に適合されている。
【００３１】
　一つの実施形態では、光源は通信エレメントを含み、この通信エレメントは例えばセン
サの信号のような情報を個々のグループの間で交換するのに適している。
【００３２】
　さらにこれらの通信エレメントは様々なグループの輝度値が検出される順番を決定する
ために使用されうる。
【００３３】
　光源はとりわけディスプレイ、例えばＬＣＤディスプレイの背景発光のための照明装置
に対して使用されるのに適している。
【００３４】
　ディスプレイのための照明装置の有利な実施形態においては、修正されたＰＷＭ信号の
基本周期Ｔに対応する周波数１／Ｔがライン周波数又はライン周波数の倍数と同期化され
る。
【００３５】
　本発明の更なる利点及び有利な実施形態は以下において図１Ａ、１Ｂ、２、３、４Ａ～
Ｃとの関連において詳しく説明される実施例から得られる。
【００３６】
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　図面の簡単な説明：
　図１Ａは実施例の光源の概略的な正面図を示し、
　図１Ｂは実施例による一次光源を有するモジュールの概略的な正面図を示し、
　図２は実施例による照明装置による概略的な断面図を示し、
　図３は実施例による光源の制御のためのブロック回路図の概略図を示し、
　図４Ａは実施例による電気ＰＷＭ信号の修正された基本周期の概略図を示し、
　図４Ｂは実施例による光源の制御のための電気ＰＷＭ信号の修正された基本周期の更に
別の概略図を示し、
　図４Ｃは実施例による光源の制御のための電気ＰＷＭ信号の一連の基本周期を示す。
【００３７】
　実施例及び図面では同じ又は同じ作用をする構成部材はそれぞれ同じ参照符号が付けら
れている。図面の図示されたエレメントは基本的にスケールどおりではないと見なしてほ
しい。むしろこれらはわかりやすくするために例えば部分的に誇張して大きく図示されて
いる。
【００３８】
　図１Ａの実施例による光源１０では一次光源として多数の半導体発光ダイオード１（Ｌ
ＥＤ）が使用され、これらのＬＥＤは様々な色の光を発信する。ここでは例えばそれぞれ
緑の光を発信する２つのＬＥＤ１があり（以下においては短く「緑色ＬＥＤ」Ｇと呼ぶ）
、青い光を発信する１つのＬＥＤ（以下においては短く「青色ＬＥＤ」Ｂと呼ぶ）、赤い
光を発信する１つのＬＥＤ（以下においては短く「赤色ＬＥＤ」Ｒ）と呼ぶ）がモジュー
ル２に統合されている。このようなモジュール２の概略的な正面図は図１Ｂに示されてい
る。図１Ａの実施例ではそれぞれ１０個のこれらのモジュール２が等間隔で列状に配置さ
れており、１列の複数のＬＥＤ１が１グループを形成する。これは、１列の複数のＬＥＤ
１がそれらの輝度によりセレクトされ、この結果、それらの輝度値が予め設定された領域
内にあることを意味する。さらに１グループの及び色Ｒ、Ｇ、Ｂの複数のＬＥＤ１がその
都度それらの主波長によってセレクトされ、すなわち、１グループの複数の緑色ＬＥＤ　
Ｇの主波長、１グループの複数の赤色ＬＥＤ　Ｒの主波長及び１グループの複数の青色Ｌ
ＥＤ　Ｂの主波長が予め設定された領域内にある。
【００３９】
　図１Ａの光源１０は複数列のモジュール２を有し、これらのモジュール２は上下に配置
されており、担体３の上に取り付けられている。モジュール２の列の間にはそれぞれ各列
の初めと終わりの第２のモジュールと第３のモジュールとの間にセンサ４、例えばフォト
ダイオードが存在し、このフォトダイオード４はグループ内の一次光源の輝度値ならびに
背景輝度を検出する。フォトダイオードの代わりに、その感度が人の目の感度に適合され
ているセンサも使用できる。
【００４０】
　図２は例えば図１Ａに図示されているような光源１０を含む照明装置の概略的な断面図
を示す。さらに、照明装置は側壁５ならびに光散乱プレート６、例えば乳白ガラスシート
又は拡散散乱プラスチックプレートを含み、この光散乱プレート６、例えば乳白ガラスシ
ート又は拡散散乱プラスチックプレートは照明装置の正面側を形成し、この正面側から照
明装置の混色光が発信される。
【００４１】
　図１Ａの光源１０は例えば図３に概略的に示されているブロック回路図の回路によって
制御される。このブロック回路図は例として２つのグループ、グループ１及びグループ２
の回路を示しているが、この回路は等価的により大きな個数Ｎ個のグループに対して拡張
されうる。１つの色の光を発信するグループのＬＥＤ１はそれぞれ直列に接続されている
。ここではグループの赤色ＬＥＤ　Ｒ、グループの緑色ＬＥＤ　Ｇ及びグループの青色Ｌ
ＥＤ　Ｂが直列に接続されている。それぞれ１つの色のＬＥＤの直列回路は定電流源（リ
ニア又はクロックド（linear or clocked））から電流を給電される。さらに、図３のブ
ロック回路図の回路はグループ毎にコントロールモジュール８を含み、このコントロール
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モジュール８は他のグループのコントロールモジュール８との通信のための２つの下位ユ
ニット８１、８２、内部同期化のための下位ユニット８３及び混色光の各色毎に、ここで
は３つの、ＰＷＭ信号の発生のための下位ユニット８４を含む。さらに、コントロールモ
ジュール８はセンサ４の信号に対する入力側を有する。
【００４２】
　各定電流源７はＰＷＭ信号の発生のための下位ユニット８４によって制御され、他方で
それぞれ内部通信のためのグループの下位ユニット８１は他のグループの内部通信のため
の下位ユニット８２に接続されている。さらに２つの図示されたグループの内部同期化の
ための下位ユニット８３が互いに接続されている。
【００４３】
　図４Ａは概略的にそれぞれグループの赤色、緑色及び青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂの制御の
ための修正されたＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBの基本周期Ｔならびにこの基本周期Ｔの間の
センサの信号ＩDを示す。修正されたＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBの基本周期Ｔは時間インタ
ーバルｔ1及びｔ2に分割される。時間インターバルｔ1はセンサ４による測定を実施し乃
至はこれを読み出すために設けられている。時間インターバルｔ2は色Ｒ、Ｇ、ＢのＬＥ
Ｄがグループ毎にスイッチオンされる期間を表しており、他方で時間インターバルｔein

はこれらのＬＥＤがスイッチオンされている実際の持続時間を表す。図４Ａの赤色、緑色
及び青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂの制御のための３つの修正されたＰＷＭ信号の基本周期は互
いに位相シフトを持たない。さらに、時間インターバルｔ1内にはＰＷＭ信号のいずれも
スイッチオンされていない。この時間インターバルのセンサの信号ＩDは背景の輝度値に
対する尺度である。
【００４４】
　図４Ｂには同様にそれぞれグループの赤色、緑色及び青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂの制御の
ための修正されたＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBの基本周期Ｔが図示され、図４Ａとは異なり
グループの緑色ＬＥＤの制御のためのＰＷＭ信号ＩGの時間インターバルｔeinが位相シフ
トされ、この時間インターバルｔein（Ｇ）の開始が時間インターバルｔ1の開始と一致し
ている。よって、時間インターバルｔ1の間のセンサの信号ＩDはこのグループの緑色ＬＥ
Ｄ　Ｇの輝度に対する尺度である。時間インターバルｔeinの位相シフトはこの場合有利
には２つの直接連続する基本周期Ｔの間に完全には行われず、ゆっくりと行われる。基本
周期Ｔに対応する周波数１／Ｔは例えば２６０Ｈｚであり、位相シフトは例えば約１０°
／ｓである。
【００４５】
　上のように例として図４Ｂに基づいてグループの緑色ＬＥＤ　Ｇの光に対して記述され
たように、それぞれのＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBの時間インターバルｔeinが位相シフトさ
れて、この結果、この時間インターバルｔeinの開始が時間インターバルｔ1の開始と一致
することによって、グループの赤色及び青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｂの輝度も検出される。
【００４６】
　図４Ｃはグループの赤色、緑色及び青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂの制御のための修正された
ＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBの更に別の実施例を示し、図４Ａ及び４Ｂとは異なり、全周期
Ｔ2を形成する複数の修正された基本周期Ｔが図示されている。図４Ｃの修正されたＰＷ
Ｍ信号ＩR、ＩG、ＩBの全周期Ｔ2は６個の連続する基本周期Ｔから構成される。第１の基
本周期Ｔの間に時間インターバルｔeinは時間インターバルｔ1の中には位相シフトされず
、この結果、背景輝度が検出される（線図ではＨでシンボライズされている）。第２の基
本周期Ｔにおいてグループの赤色ＬＥＤ　Ｒの制御のための修正されたＰＷＭ信号ＩRの
時間インターバルｔein（Ｒ）は位相シフトされ、この時間インターバルｔein（Ｒ）の開
始が時間インターバルｔ1の開始と一致し、この結果、この時間インターバルｔ1の間のセ
ンサの信号ＩD（図４Ｃには図示されていない）はグループの赤色ＬＥＤ　Ｒの輝度値に
対する尺度である。第３の基本周期Ｔは第１の基本周期Ｔと同一であり、他方で第４の基
本周期Ｔではグループの緑色ＬＥＤ　Ｇを制御するための修正されたＰＷＭ信号ＩGの時
間インターバルｔein（Ｇ）が位相シフトされ、この時間インターバルｔein（Ｇ）の開始
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が時間インターバルｔ1の開始と一致し、この結果、この時間インターバルｔ1の間のセン
サの信号ＩDはグループの緑色ＬＥＤ　Ｇの輝度値に対する尺度である。第５の基本周期
Ｔはまたしても第１及び第３の基本周期Ｔと同じであり、例えば背景輝度の検出のために
利用される。第６の基本周期Ｔにおいてグループの青色ＬＥＤ　Ｂの制御のための修正さ
れたＰＷＭ信号ＩBの時間インターバルｔein（Ｂ）は位相シフトされ、この時間インター
バルｔein（Ｂ）の開始が時間インターバルｔ1の開始と一致し、この結果、この時間イン
ターバルｔ1の間のセンサの信号ＩDはグループの青色ＬＥＤ　Ｂの輝度値に対する尺度で
ある。
【００４７】
　図４Ｃでは明快さのために背景又はＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂの輝度値が検出される基本周期
Ｔだけが図示され、この結果、時間インターバルｔeinの時間インターバルｔ1の中への位
相シフトがその都度跳躍的に２つの直接連続する基本周期Ｔの間に図示されている。しか
し、時間インターバルｔ1の位相シフトがゆっくりと行われるならば、図４Ｃに図示され
た基本周期Ｔの２つの基本周期Ｔの間に更なる基本周期Ｔが存在し、これらの更なる基本
周期Ｔにおいてその都度の時間インターバルｔeinが時間インターバルｔ1の方向にシフト
される。
【００４８】
　全周期Ｔ2は個々の基本周期Ｔの持続時間から合成される持続時間を有する。
【００４９】
　混色光の色度座標の制御のためには有利には基準テーブルがグループの赤色、緑色及び
青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂを制御するための修正されたＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBのデュー
ティ比のための計算基礎を形成する。基準テーブルは色度座標に必要な、様々な色、例え
ば赤色、緑色及び青色ＬＥＤ　Ｒ、Ｇ、Ｂの所望の輝度値を含む。それぞれの修正された
ＰＷＭ信号ＩR、ＩG、ＩBのデューティ比ｄｃはその都度のテーブル値によって次式によ
り計算される：
ｄｃ＝テーブル値／（色に対する測定値－ｋ＊背景輝度）
ただしここでファクタｋの選択によって背景輝度値の光源制御への影響が重み付けされる
。ｋがゼロの場合、色の測定値は照明特性を供給する。ｋが１より大きい値を有する場合
、ＬＥＤの輝度は周囲光によりトラッキングされ、この結果、例えばこのような光源を有
するディスプレイはその輝度を周囲輝度の輝度に適合させる。ファクタｋの正負の符号は
、光源がより明るい背景光によってより明るくなるのか又はより暗くなるのかを決定する
。
【００５０】
　さらに、デューティ比に依存する補正係数によって、ＬＥＤ１が例えば動作中に生じる
熱のために一定の輝度を持たない場合に、このＬＥＤ１の輝度が適合される。
【００５１】
　光源１０の輝度の低下又は上昇は例えば基準テーブルの値の線形スケーリングを用いて
行われ、場合によっては眼球の色受容体の非線形特性に基づいて行われる。
【００５２】
　本発明は実施例に基づく記述によって限定されない。むしろ本発明はあらゆる新しい構
成ならびに構成のあらゆる結合を含み、たとえこの構成又はこの結合自体が明示的に特許
請求項に又は実施例に提示されていないても、これはとりわけ特許請求項における構成の
あらゆる結合を含んでいる。
【００５３】
　とりわけ本発明は一次光源としてのＬＥＤの使用に又は赤色、緑色及び青色光を発信す
る光源に限定されてはおらず、一次光源として他の光源もならびに他の色の一次光源も本
発明により使用されうる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】図１Ａは実施例の光源の概略的な正面図を示し、図１Ｂは実施例による一次光源
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を有するモジュールの概略的な正面図を示す。
【図２】図２は実施例による照明装置による概略的な断面図を示す。
【図３】図３は実施例による光源の制御のためのブロック回路図の概略図を示す。
【図４】図４Ａは実施例による電気ＰＷＭ信号の修正された基本周期の概略図を示し、図
４Ｂは実施例による光源の制御のための電気ＰＷＭ信号の修正された基本周期の更に別の
概略図を示し、図４Ｃは実施例による光源の制御のための電気ＰＷＭ信号の一連の基本周
期を示す。
【符号の説明】
【００５５】
　　１　一次光源
　　２　モジュール
　　３　担体
　　４　センサ
　　５　側壁
　　６　光散乱プレート
　　７　定電流源
　　８　コントロールモジュール
　　１０　光源
　　８１　内部通信のためのグループの下位ユニット
　　８２　他のグループの内部通信のための下位ユニット
　　８３　内部同期化のための下位ユニット
　　８４　ＰＷＭ信号を発生するための下位ユニット
　　Ｔ　基本周期
　　Ｔ2　全周期
　　ＩR,ＩG,IＢ　パルス幅変調された信号
【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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